
平成２８年８月１８日１４時００分

北上川ダム統合管理事務所

８月１７日台風７号の影響に伴う出水における

北上川上流域のダムの治水効果について（速報）

北上川ダム統合管理事務所の管理する５ダム（四十四田、御

所、田瀬、湯田、胆沢ダム）では、１７４５万ｍ3（25ﾒｰﾄﾙﾌﾟｰ

ﾙ約５万個分に相当）をダムに溜め込み、下流河川の水位低減

に寄与しました。

今回の出水により四十四田ダムでは、約２万ｍ2にもおよぶ

大量の流木やゴミを補足し、流木による二次的な被害の軽減に

も貢献しました。

気象状況によっては、ダム放流量が増加する場合がありますので、今後の情報に注意して

ください。

・８月１８日 １３：００現在の所管ダムの状況（各数値は速報値です）

流域平均 最大流入量 最大流入量 最大流入時 貯め込んだ 25 ｍプールの

総雨量 発生日時 （m3/秒) 放流量 水の総量 容積相当

（㎜) （m3/秒) (万 m3) (個)

四十四田ﾀﾞﾑ 17日

（放流中） ８６ 16:20 ４９８ ２１２ ４０２ １１１６０

御所ダム 17日

（放流中） ８５ 14:00 ６７０ ２９８ ２７６ ７６６０

田瀬ダム 17日

（放流中） １１３ 17:40 ４０９ ２８０ ２８６ ７９４０

湯田ダム 17日

７８ 16:20 ２０５ ５４ ５１１ １４１９０

胆沢ダム 17日

８１ 12:50 １３１ １９ ２７０ ７５００

五ダム合計 １７４５ ４８４５０

≒５万

※ 25 メートルプールの容積（360m3）

※ダムに関する情報につきましては、当事務所のホームページでご覧頂けます。

ホームページ URL http://www.thr.mlit.go.jp/kitakato/
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8 月 17 日 16 時 20 分 に流れ込む水量の最大４９８m3/秒を確認し、

　その結果、四十四田ダム下流の

　なお、大雨により、下流河川の水位上昇が予想されます。
　今後の情報に注意して下さい。

■位置図
※1：

■ダムに水を貯めている状況図

時点の状況（前回） 時点の状況（今回）

■館坂橋付近における水位低下効果図 時点の状況（今回）

２８６

 四十四田ダムでは、防災操作を実施しました。

四十四田ダム

ｍ３／秒をダムに貯めました。

8月17日 16:20

四十四田ダムから館坂橋地点までの距離は約7kmであ
り、時間差を考慮したものです。

数値は速報値であり、今後変わる可能性があります。

１．０８館坂橋地点で、 ｍ程度、川の水位を低下させたと推定されます。

8月17日 16:208月17日 12:30

※1

(貯留中)
ダ

ム

防災操作開始3時間後
流入量

498m3/秒
洪水時最高水位 EL.171.0m

ただし書き操作開始水位 EL.169.1m

洪水貯留準備水位 EL.159.0m

放流量
212m3/秒

貯水位 EL.159.7m

(低下中)
ダ

ム

防災操作開始時刻
流入量
47m3/秒

洪水時最高水位 EL.171.0m
ただし書き操作開始水位 EL.169.1m

洪水貯留準備水位 EL.159.0m

放流量
55m3/秒

貯水位 EL.158.2m

貯水位 1.5m上昇

四十四田ダムでは、最大流入量４９８m3/秒を記録し、

４０２万m3 （２５メートルプール１１１６０個分相当）を

ダムに溜め込みました。

※25メートルプール：幅12m×長さ25m×深さ1.2m

約360m3＝360トン



8 月 17 日 14 時 00 分 にダムに流れこむ水量の最大６７０m3/秒を確認し、

　その結果、御所ダム下流の

　なお、大雨により、下流河川の水位上昇が予想されます。
　今後の情報に注意して下さい。

■位置図
※1：

■ダムに水を貯めている状況図

時点の状況（前回） 時点の状況（今回）

■太田橋付近における水位低下効果図 時点の状況（今回）8月17日 15:00

御所ダムから太田橋地点までの距離は約10kmであり、時間差
を考慮したものです。

数値は速報値であり、今後変わる可能性があります。

ｍ３／秒をダムに貯めました。

8月17日 11:00 8月17日 14:00

御所ダム

ｍ程度、川の水位を低下させたと推定されます。

３７２

 御所ダムでは、防災操作を実施しました。

０．９６太田橋地点で、

(貯留中)
ダ

ム

防災操作開始時刻

洪水時最高水位 EL.182.0m
ただし書き操作開始水位 EL.180.7m

洪水貯留準備水位 EL.174.0m

放流量
56m3/秒

流入量
56m3/秒

貯水位 EL.173.2m

(貯留中)
ダ

ム

防災操作開始3時間後

洪水時最高水位 EL.182.0m
ただし書き操作開始水位 EL.180.7m

洪水貯留準備水位 EL.174.0m

放流量
298m3/秒

流入量
670m3/秒

貯水位 EL.173.8m

※1

貯水位 0.6m上昇

御所ダムでは、最大流入量６７０m3/秒を記録し、

２７６万m3 （２５メートルプール７６６０個分相当）を

ダムに溜め込みました。

※25メートルプール：幅12m×長さ25m×深さ1.2m

約360m3＝360トン



8 月 17 日 17 時 40 分 にダムに流れ込む水量の最大４０９m3/秒を確認し、

　その結果、田瀬ダム下流の
安野地点で、
　なお、大雨により、下流河川の水位上昇が予想されます。
　今後の情報に注意して下さい。

■位置図
※1：

■ダムに水を貯めている状況図

時点の状況（前回） 時刻の状況（今回）

■安野付近における水位低下効果図 時点の状況（今回）8月17日 20:40

8月17日 13:50 8月17日 17:40

田瀬ダムから安野地点までの距離は約24kmであり、時間差
を考慮したものです。

数値は速報値であり、今後変わる可能性があります。

０．５７ ｍ程度、川の水位を低下させたと推定されます。

１２９ ｍ３／秒をダムに貯めました。

田瀬ダム

 田瀬ダムでは、防災操作を実施しました。

※1

(貯留中)
ダ

ム

防災操作開始6時間後

洪水時最高水位 EL.215.0m
ただし書き操作開始水位 EL.212.1m

洪水貯留準備水位 EL.196.5m

放流量
280m3/秒

流入量
409m3/秒

貯水位 EL.196.2m

(貯留中)
ダ

ム

防災操作開始時刻

洪水時最高水位 EL.215.0m
ただし書き操作開始水位 EL.212.1m

洪水貯留準備水位 EL.196.5m

放流量
254m3/秒

流入量
293m3/秒

貯水位 EL.195.8m

貯水位 0.4m上昇

田瀬ダムでは、最大流入量４０９m3/秒を記録し、

２８６万m3 （２５メートルプール７９４０個分相当）を

ダムに溜め込みました。

※25メートルプール：幅12m×長さ25m×深さ1.2m

約360m3＝360トン



四十四田ダムの流木捕捉効果

洪水時には水だけでなく樹木等も一緒に流れてきます。
今回の出水により、ダムで捕捉した流木の量は、約２０，８００ｍ２であり、この量は、２５ｍプール約６４個分に相当します。

ダムがなかった場合は、流木がそのまま河川へ流れ、橋に引っかかり流下を阻害したり、取水口を閉塞して取水の障害となったり、
海まで流下して大きな被害が予想されます。

このように、ダムは洪水の軽減だけでなく、流木による二次的な被害軽減にも貢献しています。

しじゅうしだ

※数値は速報値

四十四田ダム流木状況 (H２８．８．１８)

※25mプール：L25ｍ×W13mとした場合

◆ダムがなかった場合◆
橋に引っかかった流木（事例）

平成28年8月17日（台風７号）
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